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6 月 21 日（土）+ 22 日（日）
両日共 14 時開演  ＊開場は 30 分前
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場所︓虹のしっぽスタジオ
　　　　 札幌市南区簾舞 4 条 3ｰ4ｰ25

料金︓3,500 円（前売・予約）　
         4,000 円（当日）
　　　高校生以下　2,000 円
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ご予約・お問い合せ

原作：砂澤ビッキ Sunazawa Bikky

虹のしっぽ
札幌市南区簾舞 4条 3-4-25

http://www.mokelembembe.net/
tel&fax 011-206-0804　

hot cafe ほっぺた館

バス：◎札幌駅 「じょうてつバス 26番のりば」… 定山渓・豊平峡温泉行または豊滝行 乗車 60 分「東簾舞」下車徒歩 5分
 　　  ◎真駒内駅 「じょうてつバス 4番のりば」… 定山渓・豊平峡温泉行または豊滝行 乗車 30 分「東簾舞」下車徒歩 5分
　　＊「簾舞団地」行きのバスで終点「簾舞団地」下車からは徒歩で 15分です。

■ 駐車場：10台分。ご利用の方は事前にご連絡ください。

2025

料金：2,500円 中高生1,000円 小学生無料　定員：30名（要予約）

千葉英希
1966 年生まれ。釧路出身。
80 年後半～90 年前半のオーストラリア、東南アジア、
インド放浪後、建築、家具造りの道へ入り 30 年。
劇団いもや出演後、演劇に興味を抱き今日に至る。
趣味はカレー作り、釣り、映画。

☆お得な割引→ご観劇とライブ参加の方は計6,000円のところ料金5,000円になります。

【同時開催】 木村マサト 夏至ライブ　6月21日（土）18時30分開演

★hot cafeほっぺた館は、21日（土）+22日（日）両日とも演劇終了後16時30分～18時30分営業。
特製カレー、ドリンク等ご提供します。

藤沢弥生

木村マサト
ドラムス、パーカッション、ボーカル。大学時代に始めた
Jazz をきっかけに 1984 年ニューヨークに渡米。
伝説的トランペッター Don Cherry と共演共同生活をし
多大な影響を受ける。Billy Bang(violin) カルテットや
Acid Jazz.Latin バンドで活動し 2000 年に帰国。
帰国後は国内外のアーティストと共演ツアーを行っている。

及川均
道産子だが、40 年東京にいたので北海道暮らしを忘れていた。
演劇の他、読書、映画・音楽鑑賞が趣味。
2015 年虹のしっぽへ移住後は、カフェでは珈琲、その他雑用係。
またウサギの｢たっけたん｣のご機嫌取り・お世話係。
読みたい本、観たい映画が多数のため長生きを画策中。

1931 年 ~1989 年北海道を代表する造形作家・彫刻家。 
旭川市生まれ。 1978 年からは上川管内音威子府村筬島に

「アトリエ・サンモア」を構え、札幌市芸術の森野外美術館の
野外彫刻 「四つの風」をはじめ神秘的でダイナミックな彫刻作品
を次々と発表した。

MOKELE MBEMBE PROJECT
及川均と藤沢弥生が 68/71 黒色テントを経て、1990 年より共同主宰している
ユニット。固定メンバーを作らず、企画ごとの一期一会で様々な表現者と共演、
劇場以外の場での公演や既成の枠にとらわれない活動を続けている。
2010 年『桃の実』全国 8 ヵ所路面電車公演。
2012 ～ 15 年『魔法の森』全国 15 カ所公演。
2015 年虹のしっぽへ移住。  
hot cafe ほっぺた館、民泊運営で出会いの場を開いている。
2021 ～ 24 年『クマのままでいたいと思ったクマ』出前公演（屋内・野外）が
各地で好評を博した。2023 年～英語版にもチャレンジしている。
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「午前三時のビッキ 劇」 出演者

　一昨年前に、写真家の井上浩二さんマリエさんご夫妻から
ビッキ未発表童話「冬の動物園　ライオンと野ネズミ ガリ」を
演劇化して欲しいという依頼がありました。
その前年、札幌市南区芸術祭で結城幸司さん作『スプーン泥棒』を
上演した際、私と藤沢が動物の役を演じたのをご観劇されたのが
きっかけでした。
そこで 2023 年 10 月ビッキ原作童話初の演劇公演だけでなく
虹のしっぽで井上ご夫妻の写真展や関連イベントも合わせて開催
する運びとなり、多くの反響がありました。
　今回は千葉英希さんと木村マサトさんにも参加していただき、
童話の再演と、ビッキが見た夢を元にして書かれた唯一の詩集

『青い砂丘にて』の中から数編を取り上げて演劇化します。
ビッキは当初、詩集を編集中に製作していた木面シリーズの題名
を詩にあてはめていたそうですが、最終的にはローマ数字に置き
換えられたとのこと。
　一見、辻褄が合わない荒唐無稽な世界が綴られていますが、
そこには、造形作家である彼の根源的な創作の源泉があると感じ
させます。確信と裏切り、まるで出口のない不安、心地良さと
居心地の悪さが同居している脈絡のない世界・・・
そんなビッキの妄想に迷いこんだ演者たちのロードムービーならぬ、
ロードプレイをご覧下さい。
                                         　　　　　　構成・演出　及川均

←定山渓 札幌駅→

虹のしっぽ

 

文

簾舞中学

国道 230 号（石山通）

簾舞４条 3丁目

★

簾舞中学の看板あり↑
●

簾舞団地

東簾舞

東簾舞から徒歩 5分、簾舞団地から徒歩 15分。
hot cafe ほっぺた館

歩道の坂道

mail:mokele@rr.iij4u.or.jp　

東京・日暮里カンカン森出身。演劇の他、書、似顔絵、
らくがき、鼻歌を得意とする。子育てや表現活動の傍ら
約 60 種のアルバイトを経験。多くを学ぶ。
2011 年、地球一周の船旅に参加。2015 年～移住後は、
調理、グッズ製作なども担当。何役も演じるのが日常。




